
栃木県 益子の酒蔵外池酒造 の取り組み



株式会社外池酒造店 (とのいけしゅぞうてん)

昭和１２年益子での創業、昭和３２年法人設立

本 社 栃木県芳賀郡益子町大字塙３３３番地１

営業部 栃木県芳賀郡益子町大字塙３４６番地

東京事務所 東京都中央区日本橋本町３-１-６-４１４

代表取締役 外池茂樹 (とのいけしげき)〔益子町観光協会会長〕

事業内容 観光酒蔵の経営

清酒、本格焼酎、リキュール、スピリッツ、その他の醸造酒

（どぶろく,ミード）、及び果実酒の製造

全酒類卸小売、輸出販売、

化粧品の開発販売、

従業員 27名（パート含む）



栃木県益子町

益子の酒蔵
外池酒造

小さな地酒の酒蔵です。
東京から100km北に
ある益子焼で有名な町
にあります。



益子の酒蔵
外池酒造

栃木県

益子の酒蔵外池酒造の
・東京から北へ100ｋｍ
・東北道・常磐道から
北関東道、
真岡IC、桜川筑西IC.
から20分

・東北新幹線小山駅
から水戸線下館駅、
真岡鉄道で益子駅
から1.5ｋｍ

・JR宇都宮駅から関東
バスで50分で益子駅



（ 2012年9月4日 ENJOY JAPANESE KOKUSHU（國酒を楽しもう）推進協議会
（事務局：内閣官房）

「國酒等の輸出促進プログラム」における位置づけ

国の政策 「酒蔵ツーリズム推進のための協議会」 観光庁 資料から

「國酒等の輸出促進プログラム」の具体的施策について

１．マーケティング戦略の構築
２．國酒等のブランド確立
３．輸出環境の整備
４．海外市場における販路拡大
５．國酒についての正しい理解の促進
６．國酒等の輸出を支える産業の基盤強化

７．酒蔵ツーリズム創造による地域活性化



①酒造業界と観光業界その他関係者とのネットワーク化。

②地域協議会等の組織化と相互の連携強化、

③國酒等や酒蔵をまちづくり、まちづかいに活用する
ことによる地域の活性化。

④食文化、伝統工芸との連携・協力関係の構築の促進

⑤旅行商品の開発・仕組み作り
cf.2010年～ 商品化 2012年 大手の旅行会社が商品化

⑥協賛企業等からの連携プロジェクト提案の募集



栃木県酒蔵酔って見っけ協議会 設立活動開始
2013年5月

４酒蔵の連携

PR用チラシ



酒蔵ツアーの商品化
地域とともに

栃木の４酒蔵巡りツアー
１本のロングラン商品
延べ４０００人集客

新たなターゲット

ハイエンド外国人観光客
人数より購買単価重視



バウチャー番号: 000000000000－ 01 02090JKATS115 観光券

栃木の地酒 酒造４ヶ所巡りクーポン 現地電話番号: 028-622-5071

１名様¥1,000 消費税は含まれております。本券は払い戻しいたしません

チケット有効期限: 2016年3月31日迄有効 全国の
期間中、酒蔵１ヶ所につき１回限り有効。 コンビニで
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※アルコールを含む特典有り。運転者は持帰り下さい。
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※切り離し無効 発行日: 20150915 000000000000 発行個所名ｉ．ＪＴＢ ＨＴＡ販売センター



もともと 観光地益子の酒蔵です。恵まれた環境。
35年前から観光客の受入をおこなってきました。
観光資源が豊富で東京から100ｋｍ日帰りエリア
益子焼
陶器市
初代人間国宝 浜田庄二
浜田庄二益子参考館
多様性のあるオープンな陶芸の里益子

観光イチゴ狩り
真岡鉄道 SL
天然温泉 益子間 里山リゾート



益子焼 登り窯 炎の祭 窯出し風景



益子の陶器市
毎年 春秋に開催
春には40万人
秋には20万人を
集客。



参考館と浜田庄二先生



益子焼販売店通り



人気の陶芸体験
1時間程度の体験



生産高日本一の栃木県のイチゴ
観光いちご狩りのハウスが150棟あります。

イチゴ狩り

年末12月から5月
上旬まで楽しめ
ます。



「イチゴの駅 北山」から歩いて5分、
酒蔵から歩いて15分でイチゴのハウスです。



様々なイベントを企
画する益子です。

自転車イベント
ポターリング益子





新しい旅行ニーズ
への対応

農村活性化事業で
農業・農泊体験



田植え機で遊ぶ 子供たち



日本の造り酒屋
1,000社を超える
清酒の酒蔵があります。
減少中です。
うまい酒造りを競って
います。しかし、おも
てなしを競っている酒
蔵は少ないです。
清酒のきき酒会の様子

海外にも清酒を製造する会社は
40社以上あります。



株式会社外池酒造店
「うまい！」の酒造りの実践

関東信越国税局酒類鑑評会
（新潟県・長野県・埼玉県・群馬県・茨城県・栃木県）

2年連続最優秀賞受賞
特別賞2回受賞

全国新酒鑑評会金賞受賞 7年連続

栃木県 鑑評会 連続知事賞受賞



関東信越エリア
外池酒造店
清酒 燦爛大吟醸

一等賞！



海外でも金賞

海外の酒の審査会
の様子

海外の多くの日本
酒愛好家に日本酒
をプロモーション
しています。



海外のコンテストがふえ
ています。
高い評価を得ています。

IWC International 
Wine Challenge

Joy of Sake 

Kura Master

金賞、プラチナ賞受賞



令和 2 年度「酒蔵ツーリズム推進事業」に係るモデル事例対象地域

令和 2 年 3 月１３日 国税庁酒税課

国税庁では、「経済財政運営と改革の基本方針 2019」をはじめ、累次の閣議の決定等で示され

た方針を踏まえて、日本産酒類の輸出拡大に取り組んでいます。
訪日外国人が増加している中、酒類事業者、観光事業者、交通機関、地方公共団体等が連携して、

国内における酒蔵やワイナリー、ブルワリー等を巡って楽しむことのできる

周遊・滞在型観光「酒蔵ツーリズム」の発展が期待されており、

地域活性化等のインバウンド効果や日本産酒類の海外需要の拡大に繋げることが重要と考えます。
このような状況を受けて、国税庁では令和 2 年度に事業者による「酒蔵ツーリズム」を推進するた

め、酒蔵ツーリズムのモデル事例構築に係る調査・実証分析等、一連の事業（以下、「酒蔵ツーリズ
ム推進事業」という）を実施する予定です。 今回の公募では、「酒蔵ツーリズム推進事業」におい
て調査・実証分析等の対象とする地域を募集します。

酒蔵ツーリズム推進事業 選定結果
栃木県酒蔵酔って見っけ協議会
栃木県日光エリア、那須烏山エリア、益子茂木エリア、宇都宮
Nearby Tokyo Tochigi Brewery tour ～ Enjoy an authentic graceful craft sake tour ～

日本産酒類のブランド化及び酒蔵ツーリズム推進事業（令和2年度）報告書 参照





2020.2021年度
新たにインバウンド集客の取り組み強化開始



益子の酒蔵外池酒造外観



酒蔵見学









名前入りのオリジナルラベルでサプライズ



酒造りの説明



きき酒セット
500円から



気に入った益子焼の
ぐい飲みでテイスティング



座敷のきき酒スペース





酒の肴 要予約





幅広くネットワークを活用しています。
外国人きき酒師たち （東京にて）
インバウンドツアーを企画中



フレンチレストランとのコラボレーション



OTOWAレストランとコラボ


